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最近，「情報」と「知識」という言葉の意味を調べ
る機会がありました．辞書 1）によると，「情報」とは
「ある物事の内容や事情についての知らせ．文字・数
字などの記号やシンボルの媒体によって伝達され受け
手に状況に対する知識や適切な判断を生じさせるも
の．」とあり，「知識」とは「知ること．認識・理解す
ること．また，ある事柄などについて知っている内
容．」という意味があります．我々の周囲には様々な
情報がありますが，文字などの媒体では表現すること
が難しい個人の経験などの知識も沢山あります．この
ような知識は普通のやり方ではなかなか伝えることは
できません．人々が一カ所に集まり，徹底した対話や
討論などの共通体験を通してはじめて共有化すること
ができます．
例えば，安全性評価について考えてみます．安全性

評価は製造プロセスにおける潜在危険要因を摘出し必
要な対策を実施することにより，事故を未然に防止す
るために行われます．一般的に安全性評価を行う場
合，日常の運転を熟知している運転員，スタッフ，製
造以外の部門の担当者など様々な知識と経験を持った
メンバーが参加し，多様な視点から意見交換を行って
いきます．対話や討論を通して参加者は相互に理解
し，働きかけ，心を刺激することで情報の共有化を行
います．出席者の間で設計根拠の確認や曖昧な部分が
あれば，この検討を通じてプロセスに対する相互理解
が深まります．そのため，対話や討論が活性化できる
環境をしっかりと整えることが安全性評価の成否を決
めるキーポイントとなります 2），3）．
弊社は昨年グループ内 3社の統合により，日本最大

の総合化学メーカーへ生まれ変わりました．その結
果，様々な形態のプロセスが集結し，国内の事業所数
も 16に増えました．一方，各事業所で取り組んでき
たものづくりの考え方や方法の多くは，情報化されて
いない状態（人の経験や頭の中にある状態）なので，
事業所内及び事業所間で共有しにくく，継承しにくい
という問題点が出てきました．そこで，合併のシナ

ジー効果を発揮させるために 16の事業所から代表者
を集めて，ものづくりのガイドラインを作るプロジェ
クトを発足しました．「ものづくりの心プロジェクト」
と銘打たれたこのプロジェクトでは，既に欧米で整備
されているプロセス安全管理システムなどを参考に，
「安全文化の向上」，「人・組織の活性化」などを始め
とする 18のキーワードを基に『ものづくりのあるべ
き姿（理念・基本）』を議論しています．代表者は毎
月 2回（そのうち 1回は合宿）研修センターに集まっ
て熱い議論を戦わせています．毎月 1回の合宿は議論
を活性化させ知識の共有化を促進させています．
各代表者は議論の結果をそれぞれの事業所に持ち帰

り，事業所の中で事業所長，部長，課長，スタッフを
巻き込んで議論を深めます．各事業所で議論した結果
は，再度フィードバックされ，最終的にものづくりの
あるべき姿を表したガイドラインとなります．事業所
幹部から運転員まで 1万人が参加する議論により，今
まで明文化されていなかった個人の経験や知識が反映
されたグローバルに実践できる『ものづくりのガイド
ライン』に仕上げることが目標です．
世の中にはまだまだ共有化されていない貴重な体験

や知識が沢山あるはずです．このような情報化されて
いない知識も粘り強く討論を重ねるなどの様々な工夫
や努力をすることで共有化することができます．それ
により一人一人の技術力が向上し，世代や部署を越え
て様々な視点が獲得され，新しい知識の創造につなが
ります．より一層の安全を実現し未来の社会に貢献す
るために，私たちは既にある情報を利用するだけの受
け身の人ではなく，積極的に知識を創出する人になる
べきだと思います．
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